
2023年 5月 7日（日）狭山キリストの教会 礼拝説教 

テキスト：2テサロニケ 1章 1:1~4 

タイトル：「信仰の成長とは？」 

 

【2 テサロニケについて】 

執筆年代：第一の手紙が書かれてから数か月後と考えられるので、AD51年頃。 

執筆場所：第一の手紙と同様、コリントから。 

執筆事情：パウロがテサロニケの教会に第一の手紙を書いてから間もなく、新しい事

態が生じた。パウロの主の日についての教えを誤解する者が出てきたのである（2:2）。

彼らは主の日はすでに来たと考えた。そして、ある者はこの世の終わりは近いと考

え、働くことをやめ、落ち着かない生活を送っていた（3:11）。こうした事態を知っ

たパウロは、この手紙を書き送って誤りを正し、怠惰な者に再度警告を与えようとし

たのである。（チェーン式 緒論） 

 

挨拶（1～2節） 

2 テサロニケ 1:1 パウロ、シルワノ、テモテから、私たちの父なる神と主

イエス・キリストにあるテサロニケ人の教会へ。2 私たちの父なる神と主

イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。 

 

パウロの感謝（3～4節） 

2 テサロニケ 1:3 兄弟たち。あなたがたについて、私たちはいつも神に感

謝しなければなりません。それは当然のことです。①あなたがたの信仰が

大いに成長し、②あなたがたすべての間で、一人ひとりの互いに対する愛

が増し加わっているからです。 

 

「信仰の成長」はどのようにして測られるか？ 

「あなたがたの信仰が大いに成長し」 

 

⚫ 私たちの信仰は「     」となって現れる。 

⚫ Cf. ヤコブ書 2:14～26 

 

「一人ひとりの互いに対する愛が増し加わっているからです。」 

⚫ 「信仰」は具体的な形としての「愛の行ない」を生み出すもの。 

⚫ 愛は抽象名詞だが、具体的行為となって姿を現す。 

 

1 コリント 13:4 愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。

愛は自慢せず、高慢になりません。5 礼儀に反することをせず、自分の利

益を求めず、苛立たず、人がした悪を心に留めず、6 不正を喜ばずに、真

理を喜びます。7 すべてを耐え、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを

忍びます。 

 

クリスチャンの成長とは？ 

１．生き方が変わる：自己    ⇒自己    に 

⚫ パウロはすでにテサロニケの信徒たちの愛について記している。（1

テサロニケ 4:9-10） 

 

⚫ 後にパウロは、マケドニアの諸教会（テサロニケ、ピリピ等）の犠

牲的献金について記している。（2コリント 8:1～5） 

 

2 コリント 8:1 さて、兄弟たち。私たちは、マケドニヤの諸教会に与えら

れた神の恵みを、あなたがたに知らせようと思います。2 苦しみゆえの激

しい試練の中にあっても、彼らの満ちあふれる喜びは、その極度の貧しさ

にもかかわらず、あふれ出て、その惜しみなく施す富となったのです。… 

 

 

２．考え方が変わる： 

自分中心の考え方 ⇒    中心の考え方に。 

⚫ 神を愛し、隣人を愛し、喜ぶ者とされてゆく。 

マタイ 6:33 だから、神の国とその義とをまず第一に求めなさい。そうす

れば、それに加えて、これらのものはすべて与えられます。 

 

⚫ その反対は、「これらのもの」（何を食べるか、何を着るか？）ばか

り追い求める人生。 

 

３．生活の           が変わる。 

⚫ 礼拝を喜ぶようになる。律法主義的な「礼拝厳守！」ではなく。 

⚫ 喜んで仕えるようになる！ 

➢ Cf. ザアカイのように 

 

クリスチャン生活の成長のカギは何か？ 

 

        をどう受け取るか？ 

 

１．        を通して成長する 

⚫ Cf. 「種まきのたとえ」に見る 4 種類の人（マルコ 4:3～、14～20） 

マルコ 4:14 種蒔く人は、みことばを蒔くのです。・・・20 良い地に蒔か

れたものとは、みことばを聞いて受け入れ、三十倍、六十倍、百倍の実を

結ぶ人たちのことです。」 

 

詩篇 1:2 まことに、その人は【主】のおしえを喜びとし、昼も夜もそのお

しえを口ずさむ。3 その人は、水路のそばに植わった木のようだ。時が来

ると実がなり、その葉は枯れない。その人は、何をしても栄える。 

 

２．    と    を通して成長する 

2 テサロニケ 1:4 ですから私たち自身、神の諸教会の間であなたがたを誇

りに思っています。あなたがたはあらゆる迫害と苦難に耐えながら、忍耐

と信仰を保っています。 

 

ヤコブ書 1:2 私の兄弟たち。さまざまな試練に会うときは、それをこの上

もない喜びと思いなさい。3 信仰がためされると忍耐が生じるということ

を、あなたがたは知っているからです。4 その忍耐を完全に働かせなさい。

そうすれば、あなたがたは、何一つ欠けたところのない、成長を遂げた、

完全な者となります。 

 

ローマ書 5:3 そればかりではなく、患難さえも喜んでいます。それは、患

難が忍耐を生み出し、4 忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が

希望を生み出すと知っているからです。 


